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108 慶膝義塾大事藤原記念工事部研究報告第 2巻第 6披

廻韓燐焼法に依るアルミナ製這研究(第 6報)

太郎長昭和 23年(1948)2月初日受理 山 口

Taro Yamaguchi: Studies on the Manufacturing of Alumina by the Rotary" 

Kiln (VI) Investigations of the conditions favorable to the precipitation of alumina 

from a sodium aluminate solution by passing CO2 gas into it， were carried. 

lt was recognized that under a suitable conditions， very pure hydrate precipitates 

in a fo'rm which was not difficult to filter， might be prepared and their qualities 

were not inferior to the precipitates separated by a spontaneous decomposition. 

，第8章 アJf，ミン酸ソーダ溶波の茨酸ガス分解に就て

炭酸ガス分解法に依る生成水酸アルミニウムは共の品質及び倒たに於て，自然分解法;で

依るものに比ぺ，著しく劣るとされて居た。共の理由は主として， ~容存珪酸の共沈及び不

溶性ソーダ化合物(~軍基性茨酸盤 3Na202A120s5C02nH20 の様た)の生成に依る品質の劣

化，並ぴに沈澱の腹欣化に依る鴻過洗日産の困難性にあった。

然るに溶存珪酸に依る不純化は既述の脆珪法の確立に依って，自ら解消す-る故に生成水

酸化7;レミニウム中のソーダ量と其の性Hたが問題にたる。依て種々の係件の下に分解を行ー

ひ庭理係件と此等との閥係に就て研討を試みた。

第 1節賓駿装置及び操作

賓験装置の大要は第 37 園の如くである。 ~pち E は内容 180 立のドラム.躍で園の様に，

之を積位置にしキップの装置 Aからガス沈、厳槽を経て之に CO2 ガスを導入する。繕 E

には予象めj車営量の水を入れてむき，ドラムを前後に動揺する事に依って内部の窓気と CO2

ガスとを充分に撹持する。混合ガスの濃度はオルザアトのガス分析装置で正確に測定した。

次に一定の位置に装置した水面 C からサイフォンに依て一定量の水を纏内に導入し健

内の混合ガスを一定量宛纏外に押し出し，之を供試アJレミン酸ソーダ液中に導いた。猶お

健内の CO2 ガス濃度は室、湿の愛イヒ及ひ導入水の炭酸ガスの吸牧に依って愛化し勝ちであ

るから賓験は成可く室温の鍵化の少くない時期を選んで行い，又サイフォンに依って導入

する水は強め之に炭酸ガスを吹き込んだ。斯くする事に依て賓験開始前と移了後に於げる

ガス濃度の愛化を 2%前後に押へる事が出来た。以下報文中に記載される炭酸ガス濃度は

賓験中に於ける平均濃度を意味する。

ドラム健から水で押し出されたガスは補正を施したオリィフィス型流計量 F1'て依て共

の量が一定にたる様に流入水を調節したがら供試アルミン酸ソーダ液中に導入した。供試

液は恒温槽 G 中に装置し試験中に於ける温度を所定の温度にする様努めた。

猪~ドラム纏内の茨酸ガスの堅力は全賓.~会を通じ大約 20--25 cm (水柱)に保った。

供試アルミン酸ソーダ溶液及び炭酸ガスの濃度は賓際の工場操作に準援して夫々共の標

準を次の如くした。 ~p [Na20]j[A1203J (モル比)= 1.8--3.0， A120日=50g/l， CO2=20--30%. 

* 工博，慶底義塾大串教授， Dr. Eng.， Prof. of Keio University. 
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Fig. 37 Apparatus for decomposition of Na-aluminate 
solution with CO2 gas 

第 2節 費験結果

109 

銭上の装置操作忙依って分解温度及び時間並びに供試液の濃度等の諸因子が主と Lて，

次記四項目忙及す影響に就て検討した。印jち(/()CO2 の吸収率，(ロ)アルミン酸ソー

ダの分解率， (ハ)生成水酸化アルミ中のソーダ量， (ニ)粒子の千径直但及び均湾度。

試験結果は第 62表K一括表示する。

第 62表忙於て

{イ) 試列 (I)股他の庭理係件を可及的に一様忙;保ち闘運動的機械撹搾の影響を検した成

績の 1例であるが，本結果から明かた様に撹件附興r依って生成水酸化アルミニウム中

のソ{ダ量は給毛増大の傾向があるが，炭酸ガス吸牧率及びアルミナ分解率は明かに向

l 上 L，特忙析出粒子の見掛け粒径が著じく増大する事は注目rc.値すろ。而も各粒子の大

いさは比較的均荷で微粒を混じえや，従って諸担。洗糠が極めて容易である。

(ロけ) 試列{伊II).戸は分解温度の影響に閥する

， rc亡件!ぴ'J.λ吸牧率及ぴ分解卒目は:瀬著tにC向上し，粒子の大いさも著しく増大して居る。ソーダ

含量忙就ては分解温度が 40，....，550Cの範園では殆んど務化は無いが 80nCになると約 2.5

俗忙増加して居る。適温は略々 45___550C附近にある様である。

(ハ) 試列(凹)から明らかな様忙分解に長時間をかける程結果は良好になうて居るが，唯

だヅーダ量も儲か忙増大の傾向がある。

(=-) 試列 IVは洗糠水の温度の影響を検した結果であるが，洗濃温度の影響は可成りに

編著で高温樫ソーダの洗;僚は容易である。図忙本試験に於ては洗糠同敷を 5同K一定

し，一同の水量を沈澱重量;の約 10倍土した。

猶旺洗糠同数陀闘する試験の記載は省略したが5倍量の温水で 1""，2同洗河産すれば充

分の様であムる。

(ホ) 試列 Vから明:ふた様J亡供試アルミン酸ソーダ液の T.Na20の濃度は試験結果忙殆

.んど影響が無い様である。(然し析出水酸化アルミニュームを冷水で洗揚棄すると告は

~.Na20 濃度の増大正件に洗糠不能のソーダ量は著増する)
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(へ〉 試列 VIは [Na20]/[AI20s]比が一定でアルミナの濃度が費化する場合の影響であ

るが，本表から明らかた様に生成水酸化アルミ中のソーダ量はアルミナ濃度の増大と共

に顕著に増加する口粒子径は濃度が 20g月の様に低い場合には精ミ小さい。 40，.....，75g月

の濃度範圏に於ては粒径は 0_025mm程度になb濃度に殆んど影響されない。従って茨

酸ガス分解法11:'['合好のアJレミナ濃度は大約 40--50g/lであろう。

(ト) 試別VIIは炭酸ガス濃度の影響で本結果から明か友様r吹込みガスの濃度の増大と

共に粒子径は明かに大きくなる。ソーダ量ぼガス濃度が稀薄にすぎる場合及ぴ濃厚にす

ぎる場合共~.z:増加の傾向を示し結極 24 ，.....，25% が遁営の様である。

(チ) 試列 VIIIは理論量の 1寄!乃至 3害jの過剰炭酸ガスを吹き込んだ場合のアルミナ

分解率の嬰化を検した結果であるが，本表から明かな様に導通ガス量とは無関係:セアノレ

ミナ分解率ば略ミ 96，.....，97%である。 1Mち此の程度の分解率は比較的容易に達し得るが

此以上の分解率を得る事は工業的に殆んど不可能であるう。

(リ) 第 62表を通覧し供試アノレミン酸ソーダ液中の Si02/AJ203 と生成水酸化アルミニ

ウム中のソーダ量との関係を検討すると珪酸を殆んど含まない精製アルミン酸ソーダ液

の分解に依って得られた水酸化アルミニウムは何れもソーダ含量が極めて少し ]l豊富1レ

の庭理係件に依るものは殆んど痕跡に近い。之に反して粗溶液から得られた水酸化アノレ

ミヰウム中のソーダ量は如何なる庭理傑件の下にあっても 0.4%以下に在って居たい。

従って分解に先って珪酸を可及的に除去精製する事は本分解法;rc依る析出水酸化アノレミ

の品質向上に封し絶封必須の僚件である。

{ヌ) 精製アルミン酸ソーダ溶液を供試液として用ひた場合;亡於ける庭理係件と生成水田変

化7Jレミニウム中のソーダ量との関係を知るため，更に若干の試験結果を附記すると第

63表のま口くである。
司R

Table 63. Relation between decomposing temperatures and 
quantities of Na20， in.. alminium hydroxide 
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上表から明らかた様に生成水酸化アJレミニウム中のソーダ量を支配するものは，‘主とし

て分解温度で 55~C 以下に於てほソーダ量は殆んど痕跡の程度にな L得るが，他傑件を

同一にして分解温度だけを 550C以上にすると念激にソーダ量を増大して居る。而も生成

水酸化アルミの性朕は表記粒径か・らも明かた様l亡何れも濯過洗殺が容易である。従って高

温分解物のソーダ量の増加は Na20-A1203-C02 系の不溶性ソーダ化合物(例えば 3Na20

(28) 
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"2Al，2035C0，2nH.20)の生成に蹄因するものと考えちれる。猶台分解時間及び分解率の影響

は殆んど認められない。

第 3節結言

曹達石茨慮理法に依て得られるアルミン酸ソーダ溶液の組成は A1，20340-，60 gjl， 

[T. Na.2u]/[A12u3] 1.4-，2.5の範園にあり炭酸ガス濃度は 25%内外を一般とする。而して

第 62表から明らか左様に此等の諸傑件は茨-酸ガス分解法に封して大韓恰好の欣態であるo

'従って賓際の分解操作に於て生成水酸化アJレミニウムの性欣及び品質に本質的な影響を及

すものは溶液の純度，撹持の有無分解温度並びに分解時間分解率であるが後の二者即ち分

解時間及び分解率は比較的彰響が少く，従って前三者が主導的め役割を演やる o r3Pち溶液

中の珪酸は不溶性のネエフェリン型化合物の生成を促すためか， どんな傑件の下(て分解し

てもソーダ及び、珪酸に依って生成水酸化アルミニウムを著しく不純化する。分解温度は性

j伏及び品質に影響し分解温度の上昇と共に生成粒子は共の粒径及び見掛比重を明かに増大

し，従って分解温度が低温:て失するときは生成沈澱は微粒化し鴻遁洗日療を困難にする。一

方分解温度 550C附近は製品品質に封しては一種の臨界温度とも稽し得ぺく此以上の温度

に於ては不溶性の撞基性炭酸盤む様な不溶性ソーダ化合物の生成が頴著に怠るためか，生

成水酸化アルミニウム中のソーダ量が念激に増加す答。従って分解温度ば 45---550C が

適営む様i亡思われる。弐i亡分解中に於げる撹f宇の有無J士専ら生成水酸化アルミニウムめ性

款に影響し粒子の生長護育に至大の関係を有する。通首た困運動的機械的援洋の附輿は生

成粒子の大いさの均斉化~乙著しく役立ち，従って沈澱方分離鴻週洗練を容易ならしめる。

(29) 


